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きいて・めもして・こたえよう 小1　No.27

おには　そと（せつぶんかい）

なまえ

きくめあて 「いつ・どこで・なにを　するか」を　ききとりましょ

う。

いつ・どこで

つくる　もの

まめは　なにで
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おには　そと（せつぶんかい） 小1　No.27｜おしらせ｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

せつぶんかいの　おしらせです。

２がつ　みっかの　２じかんめに、きょうしつで　せつぶんかいを　します。

はじめに、おにの　おめんを　つくります。それから、しんぶんしを　まるめた　まめ

で、まめまきを　します。

「おには　そと、ふくは　うち」と　おおきな　こえで　いいながら、なげましょう。

めものれい

２/３　２じかんめ　きょうしつ

おにの　おめん

しんぶんしの　まめ

こたえと かいせつ

（1）ア（きょうしつ）

「２じかんめに、きょうしつで　せつぶんかいを　します」と　いって　いま

した。

（2）おにの　おめん

「はじめに、おにの　おめんを　つくります」の　ところです。

（3）イ

「しんぶんしを　まるめた　まめで、まめまきを　します」と　いって　いま

した。
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